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教 育 委 員 会 

令和３年度当初予算のポイント・主要事業 

 
１ 予算編成にあたっての基本的な考え方 

教育を取り巻く社会情勢は、人口減少や少子・高齢化、経済や社会のグローバル化、

急速な技術革新に伴う超スマート社会（Society5.0）など、大きく変化しています。こ

うした社会の変化や課題に的確に対応し、子どもたち一人ひとりが挑戦する気持ちを持

って夢の実現に向かい、自分も他者も大切にしながら、社会に参画する力を育む必要が

あります。このため、誰一人取り残さない、みんなが安心して学べる教育環境のもと、

次代を担う三重の子どもたちが新しい時代を「生き抜いていく力」の育成に取り組みま

す。 

令和２年度からの本県教育のめざす姿などを示した「三重県教育ビジョン」に基づき、

「確かな学力」・「豊かな心」・「健やかな身体」の一体的で調和の取れた育成を基礎とし

て、ＩＣＴ環境を活用し、学びを広げ、深める教育活動を進めるとともに、社会の大き

な変化に対して新たな価値を創造できる資質・能力を育成します。また、主権者教育や

地域と連携した課題解決型の学びなどを通して、社会の一員としての自覚と責任を持ち

主体的に行動できる力や、他者との絆を大切にして課題を解決していく力を育みます。 

特別な支援が必要な子ども一人ひとりの教育的ニーズに応じた学びを推進するため、

切れ目のない支援体制を充実するとともに、特別支援学校の学習環境の整備を進めます。

子どもたちが安心して学ぶことができるよう、社会総がかりでいじめ防止に取り組むと

ともに、年々増加し、その要因や背景が複雑化・多様化している不登校児童生徒につい

て、子どもたちの社会的自立に向けて、一人ひとりに応じてきめ細かな支援ができるよ

う、より効果的で多様な取組を進めます。 

さらに、教職員が限られた時間の中で、より効果的な教育活動を持続的に行うととも

に、教職員の働き方改革を進めるため、専門スタッフや外部人材等の配置を充実します。 

これまでの新型コロナウイルス感染症への対応をふまえ、感染防止対策を講じながら、

学びを継続する取組を着実に進めます。 

教育委員会では、このような認識のもと、次の６項目について重点的に取り組みます。 

 
(1) 「確かな学力」・「豊かな心」・「健やかな身体」の育成 

子どもたちの知識・技能、思考力・判断力・表現力等の「確かな学力」を育むため、

一人ひとりの学習内容の理解と定着を図る取組を推進します。また、「豊かな心」を

育むため、道徳教育の推進体制を充実し、道徳性を養うとともに、読書習慣の定着の

ため、読書経験や本の楽しさを伝え合う取組等を進めます。さらに、「健やかな身体」

を育むため、スポーツの機会を拡充し、運動に親しむ習慣の定着と体力の向上に取り

組むとともに、生涯にわたり心身の健康を自ら管理できるよう、健康教育や食育に取

り組みます。 あわせて、外国人児童生徒が社会的に自立できる力を身につけるため、

日本語指導に取り組むとともに、将来を見通した進路選択ができるよう支援します。 
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(2) 未来を創造する力の育成 

変化が激しく予測困難な社会にあっても、子どもたちが社会の一員として自覚と責

任を持って、主体的に行動できる力を育みます。ＩＣＴ環境を活用して、情報活用能

力の向上や、一人ひとりに応じた基礎学力の定着、子どもたちの学びを広げ、深める

授業に取り組むとともに、感染症や災害発生時の緊急時における学びの継続や、他県

や海外の学校を結んで行う学習活動など、オンライン教育の取組を進めます。また、

英語教育や郷土教育を推進し、世界や地域で活躍できるグローカル人材の育成や、地

域や企業と連携したキャリア教育を推進します。 
 

(3) 特別支援教育の推進 
特別な支援を必要とする子ども一人ひとりの学びを支える教育を推進するため、

「パーソナルファイル」を活用して支援情報の確実な引き継ぎを進めます。また、子

どもたちが地域で豊かに自分らしい生活ができるよう、発達段階に応じた組織的なキ

ャリア教育を進めるとともに、障がいのある子どもたちと障がいのない子どもたちが

授業で共に学ぶことや行事等の交流活動を進めます。 
さらに、特別支援学校における施設の狭隘化や老朽化に対応するため、移転や改修

に向けた取組を進め、子どもたちの学ぶ環境を整えます。 

 

(4) 安全で安心な学びの場づくり 

「三重県いじめ防止条例」に基づき、いじめがなくなることをめざして社会総がか

りで取り組みます。不登校児童生徒へのきめ細かな支援をより効果的に行うため、心

理や福祉の専門的見地からの支援を行う専門人材の配置を拡充するとともに、有識者

の助言を得て行う訪問型支援や、教育支援センターを核とした不登校支援に取り組み

ます。県立学校施設の長寿命化計画に基づき、トイレの洋式化など設備面での機能向

上も含め、計画的な老朽化対策に取り組むとともに、災害時の学校を支援する体制の

整備や防災教育を進め、子どもたちが安心して学ぶことができる環境づくりを進めま

す。 

 

(5) 地域との協働と信頼される学校づくり 

学校・家庭・地域が一体となった教育活動を進めるため、コミュニティ・スクール

の仕組みを導入する市町や学校の拡充に取り組みます。県立高校の特色化・魅力化を

進めるとともに、これからの高校生に必要な学びを実現する高校のあり方について検

討を進めます。また、教職員の資質向上を図るため、経験や職種に応じた研修を計画

的に実施します。効果的な教育活動を行うとともに、教職員の働き方改革を進めるた

め、専門スタッフや外部人材等の配置を充実します。 

さらに、地域の中で子どもたちを健やかに育む環境づくりを進めるとともに、文化

財を将来にわたって守り伝え、活用されるための取組を推進します。 
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 (6) 新型コロナウイルスの感染防止対策と学びの継続 

令和２年度の取組をふまえ、衛生物品の配備や、登下校時における「三つの密」を

避けるためスクールバスの増便、教員の業務支援を行うスクール・サポート・スタッ

フの配置など、学校における感染防止対策を講じます。また、新型コロナウイルス感

染症の影響がある中でも、高校生一人ひとりの希望に応じた就職が実現できるよう支

援を行うとともに、補充的な学習に係る支援、奨学給付金の増額などに取り組みます。 
 
 

２ 主な重点項目 
 

(1) 「確かな学力」・「豊かな心」・「健やかな身体」の育成 

① 学力向上推進事業                   予算額 24,544千円 

 [学力向上推進プロジェクトチーム（224-2931）] 

令和３年度第１回「みえスタディ・チェック」を実施するとともに、第２回（令和

４年１月）に向けて「みえスタディ・チェック」やワークシートの問題について、Ｃ

ＢＴ（Computer Based Testing）化への対応を進めます。また、モデル校を指定し、

学力向上アドバイザーの指導・助言を得ながら、学習端末を活用して、子ども一人ひ

とりに応じた効果的な指導方法の研究に取り組みます。 
 

② （新）ＩＣＴを活用した子ども一人ひとりの学びのつまずき克服事業 

＜事業実施期間：令和３年度＞               予算額 11,706 千円 

 [学力向上推進プロジェクトチーム（224-2931）] 

「みえスタディ・チェック」をＣＢＴ化し、解答後にタイムラグなく、わからなか

った問題に対応するワークシートで学び直しができるシステムを構築し、令和３年度

第２回（令和４年１月）の「みえスタディ・チェック」から実施します。あわせて、

子ども一人ひとりの理解の状況や学習ニーズに応じた学習が進められるよう、国語、

算数・数学のワークシートを単元別に提供できるシステムとします。 

 

③ 少人数教育推進事業                   予算額 1,403,545千円  

[教職員課（224-2958）] 

小学校の少人数学級について、国の学級編制標準が令和３年度から計画的に引き下

げられていくことを踏まえ、国の加配定数を活用して、これまでの本県独自の小学校

１・２年生の30人学級（下限25人）に加え、３年生を35人学級とし、きめ細かな指

導を行うとともに、できる限り安心して学べる環境としていきます。中学校について

は、引き続き１年生での35人学級（下限25人）を実施します。 

また、県単定数および非常勤の配置により、少人数指導に取り組む学校においては、

「効果的な少人数指導推進ガイドブック」を活用して、引き続き、教員の役割分担に

よるティーム・ティーチングや、小学校算数と中学校数学の習熟度別指導に取り組み

ます。 
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④ 道徳教育総合支援事業                            予算額 4,554 千円  

[小中学校教育課(224-2963)] 

道徳教育の充実を図るため、学校等へ道徳教育アドバイザーを派遣し、「考え、議論

する道徳」の効果的な指導方法等に係る具体的な指導・助言を行うとともに、三重県道

徳教育推進会議や公開授業をとおして、その成果を普及します。 

 
⑤ 子どもと本をつなぐ環境整備促進事業            予算額 718千円 

[社会教育・文化財保護課(224-3322)] 

「第四次三重県子ども読書活動推進計画」に基づき、子どもの読書習慣の形成に向け

て、家庭、地域、学校等で読書活動が進められるよう、読書活動関係者の研修・交流会、

家読（うちどく）やビブリオバトルの普及啓発、読書活動実践フォーラム等を行います。 

 

⑥ みえ子どもの元気アップ体力向上推進事業            予算額 5,965千円 

[保健体育課(224-2973)] 

オリンピアン・パラリンピアンによる講演や体験学習などを行うことで、子どもた

ちのスポーツへの興味・関心をさらに高めます。子どもの発達段階に応じた運動習慣

の定着や生活習慣等の改善を図るため、教員対象の研修会を開催します。 

 

⑦ （一部新）みえ子どもの元気アップ部活動充実事業      予算額 48,543 千円 

[保健体育課(224-2973)] 

部活動の指導体制を充実するとともに、教員の負担軽減を図るため、中学校・高校に、

顧問として単独で専門的な指導や引率を行える部活動指導員を増員します。また、高校

の運動部で技術指導を行う外部指導者（サポーター）を増員します。さらに、休日の部

活動を地域で実施する場合の地域の人材や受け皿などの課題への対応について、モデル

地域を指定して研究します。 

 

⑧ 運動部活動支援事業                         予算額  93,215千円 

 [保健体育課(224-2973)] 

中学校、高校の県体育大会や東海大会の開催経費の負担および全国大会等の参加に係

る旅費等の経費を負担します。 

 

⑨ 多文化共生社会のための外国人児童生徒教育推進事業     予算額 32,677 千円 

[小中学校教育課(224-2963)] 

市町における外国人児童生徒の受入れや日本語指導・適応指導に係る取組への支援を

行うとともに、学習支援等を行う外国人児童生徒巡回相談員の派遣やオンラインによる

日本語指導等に取り組みます。また、外国人児童生徒に対し、日本の学校制度や入学手

続など就学に必要な情報を提供します。夜間中学等の就学機会の確保については、令和

２年度のニーズ調査結果や検討委員会での議論をふまえ、令和３年度は義務教育段階の

内容に係る学び直し教室を試行的に実施し、どのような方策が適切か検討を進めます。 
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⑩ （一部新）社会的自立をめざす外国人生徒支援事業     予算額 21,811 千円 

 [高校教育課(224-3002)] 

外国人生徒が地域で社会的自立を果たし、社会の一員として活躍できるよう、学習支

援や進路相談を行う専門員（ポルトガル語、スペイン語、フィリピノ語等）６名および

日本語指導アドバイザー１名を県立高校に配置します。また、日本語指導が必要な外国

人生徒が、社会生活で必要な日本語や、日本の社会制度や文化を学ぶ「日本語学習クラ

ブ」を開設します。   

  

⑪ 未来へつなぐキャリア教育推進事業(一部)            予算額 7,386千円  

（高校生就職実現事業(外国人生徒等対応分））        [高校教育課(224-3002)] 

外国人生徒や障がいのある生徒に対して、きめ細かな相談や求人開拓などの重点支援

を行う就職実現コーディネーターを増員するとともに、進学・就職に関するセミナーを

開催します。 

※就職実現コーディネーター：全１７名のうち、５名分（外国人生徒等対応分） 

 

⑫ 早期からの一貫した教育支援体制整備事業（一部）        予算額 2,804千円 

（特別支援学校外国人児童生徒の学校生活充実事業）  [特別支援教育課(224-2961)] 

特別支援学校に在籍する外国人児童生徒および保護者を支援するため、通訳・翻訳

を行う外国人児童生徒支援員を配置します。 

 

⑬ （一部新）就学前教育の質向上事業               予算額 3,210 千円 

（114,210千円 ※R2年度2月補正予算を含むベース） 

[小中学校教育課(224-2963)] 

幼稚園・認定こども園・保育所における幼児教育の質の向上と保幼小の円滑な接続

を進めるため、幼児教育センターに専門的な知識を有する幼児教育スーパーバイザー

を配置するとともに、幼児教育アドバイザーを市町へ派遣し、研修支援等を行います。

また、国事業を活用して、公立幼稚園における感染症対策に必要な衛生物品等や、端

末などＩＣＴ環境の整備に対して、市町に補助を行います。 

 
 
 
(2) 未来を創造する力の育成 

① 地域課題解決型キャリア教育モデル構築事業          予算額 20,907 千円 

[教育政策課(224-2951)] 

地域の実践パイロット校において、県立高校と地域をつなぐコーディネーターを活

用して、生徒が地域課題や特色ある産業を題材に地域住民や職業人と関わりながら、

実社会での実践活動に取り組むことで、地域の魅力と課題を知り、解決方策を考え実

践する人材を育成します。実践パイロット校におけるこれまでの取組をもとに、学識

経験者や地域関係者等で構成する推進委員会での検討をふまえ、他者と協働する力や

自己と社会の関わりを考える力など、これからの社会の変化に対応するために必要な

力を育成する「地域課題解決型キャリア教育」のモデルを構築します。 
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② 未来へつなぐキャリア教育推進事業（一部再掲）        予算額 27,036 千円 

[高校教育課(224-3002)] 

新型コロナウイルス感染症の影響の中でも、一人ひとりの希望や特性に応じた就職

を実現するため、新たな求人開拓や生徒の就職相談等の就職支援、地域の魅力ある企

業や仕事内容等を生徒に情報提供する就職実現コーディネーターを増員します。また、

外国人生徒や障がいのある生徒に対して、きめ細かな相談や求人開拓などの重点支援

を行います。 

 

③ （新）マナビバミエ若き起業家育成事業            予算額 6,348 千円 

＜事業実施期間：令和３年度＞ ※県民参加型予算事業   [高校教育課(224-3002)] 

高校生が将来の起業につながる力を身につけることができるよう、県内外で活躍す

る起業家の講演や指導により、商品開発や市場開拓について学ぶとともに、フィール

ドワークや地元関係者等との交流をとおして、高校生ならではの発想を生かしたビジ

ネスプランの作成・提案等に取り組みます。 

 

④ （一部新）地域とつなぐ職業教育充実支援事業         予算額 29,542 千円 

（1,818,602千円 ※R2年度2月補正予算を含むベース） 

 [高校教育課(224-3002)] 

職業学科における実習環境を整備するとともに、生徒がより高度な専門的知識・技術

を習得できるよう、全国規模の競技会への参加や看護・介護の実習を支援します。また、

ＧＡＰを生かした学習を通じ、農業に関する実践力を身につけ、経営者や地域のリーダ

ーとなる人材を育成します。国事業を活用して、工業高校や農業高校等に技術革新の進

展やデジタル化に対応した産業教育設備や機器を整備するとともに、将来に地域産業の

核となる人材を育成するための指導の研究に取り組みます。 

 

⑤ （新）実習船建造事業                      予算額 12,606千円 

＜事業実施期間：令和３年度～令和５年度＞          [高校教育課(224-3002)] 

水産高校の航海実習における生徒の安全確保や、最先端の航海技術を習得できる環境

を整えるため、実習船「しろちどり」に代わる、新しい実習船の建造に係る設計を行い

ます。 

 

⑥ 学びのＳＴＥＡＭ化推進事業                 予算額 2,825千円  

    [高校教育課(224-3002)] 

これからの時代に求められる創造的に課題を発見し解決する力を育むため、

Science(科学)、Technology(技術)、Engineering(工学)、Art(s)(リベラルアーツ・教

養)、Mathematics(数学)を活用した文理融合・教科横断的な課題解決型の学びをとお

して、論理的思考力や探究力を育成するＳＴＥＡＭ教育の実践研究に取り組み、

Society5.0の時代を生き抜く人材を育成します。 
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⑦ 情報教育充実支援事業                  予算額 275,334千円  

 （436,074千円 ※R2年度2月補正予算を含むベース） 

    [高校教育課(224-3002)] 

県立学校において、教科「情報」で学ぶプログラミング教育や情報デザインなど、

専門的な実習に対応する学習用端末を整備します。学びの保障と教育の機会均等の観

点から、低所得世帯の高校生に対する貸与等を目的とした国の補助金を活用し、生徒

への貸与や学校で活用するための学習用端末を整備します。 

 

⑧ （一部新）高等学校学力向上推進事業                予算額 61,101千円 

 [高校教育課(224-3002)] 

生徒の学力の定着・向上を図るため、県立高校に対して指導・助言等を行います。

ＧＩＧＡスクールサポーターを配置し、県立高校でのＩＣＴ環境の効果的な活用を進

めるとともに、ＩＣＴを活用した授業において、著作物を扱う場合に必要となる著作

権料を負担します。県立高校３校をモデル校に指定して、ＡＩドリル教材を活用し、

生徒の学力の定着状況や学習意欲の変容を把握し、一人ひとりに応じた効果的な学び

に係る検証に取り組み、授業改善につなげます。また、他の学校の授業を受講できる

遠隔授業に係る研究に取り組みます。 

 

⑨ 世界へはばたく高校生育成支援事業              予算額 11,803 千円 

[高校教育課(224-3002)] 

高校生の留学の促進および海外研修旅行の実施をとおして、グローバルな視野を育

み、主体性や積極性の向上を図るとともに、高校生を対象にした「レベル別英語ディ

ベートセミナー」を開催し、英語での発信力や論理的思考力の向上を図ります。また、

科学に対する興味・関心を高めるため、三重県高等学校科学オリンピック大会を開催

します。 

 

⑩ 英語教育推進事業                      予算額  1,642千円 

 [小中学校教育課(224-2963)] 

中学校においてモデル地域を指定し、英語の音声付きウェブ教材を活用し、授業改

善に取り組むとともに、小中学校教員を対象に、新学習指導要領をふまえた英語授業

の改善に係る研修会を実施します。また、中学生が三重の魅力を英語で一枚紙にまと

めて発信する「ワン・ペーパー・コンテスト」を実施します。 

 

⑪ 課題解決型学習（ＰＢＬ）を通じた新しい郷土教育推進事業   予算額  281千円  

[小中学校教育課(224-2963)] 

郷土について誇りと愛着を感じ、将来地域で活躍する意欲と態度を身につけること

ができるよう、中学生が学校や地域の課題について解決策を考え、提案する課題解決

型学習（ＰＢＬ)の手法を取り入れた取組を支援するとともに、その成果を発表する実

践発表会を実施します。 
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(3) 特別支援教育の推進 

① 早期からの一貫した教育支援体制整備事業（一部再掲）      予算額  18,007千円  

[特別支援教育課(224-2961)] 

特別な支援を必要とする子ども一人ひとりの教育的ニーズを的確に把握し、自立と社

会参画を図るため、パーソナルファイルの活用促進や高等学校への発達障がい支援員の

配置、通級による指導を担当する教員等の発達障がいに係る専門性の向上を高める研修

を行います。また、特別支援学校に在籍する外国人児童生徒および保護者を支援するた

め、通訳・翻訳を行う外国人児童生徒支援員を配置します。 

 

② 特別支援学校メディカル・サポート事業             予算額  5,501千円 

[特別支援教育課(224-2961)] 

医療的ケアの必要な子どもが身体的に安定した状態で教育活動に参加できるよう、常

勤講師（看護師免許有）および教員が連携して医療的ケアを実施するとともに、研修会

の実施による専門性の向上や、指導医等の指導・助言を得ながら校内のサポート体制の

構築等に取り組みます。 

 

③ 特別支援教育に係る教職員研修（教職員研修事業の一部）    予算額 170千円 

[研修推進課(226-3572)] 

経験年数や職種に応じて、特別な支援を必要とする児童生徒の障がいの特性を理解し、

その支援方法を学ぶ研修を実施します。また、特別支援学級等を新たに担当する教員を

対象に障がいの特性に応じた適切な支援を学ぶ研修を実施します。 

 

④ 特別支援学校就労推進事業                   予算額 6,207千円  

[特別支援教育課(224-2961)] 

特別支援学校のキャリア教育プログラムに基づく計画的・組織的なキャリア教育を

推進するとともに、外部人材を活用した職場開拓や、企業等と連携した職場実習等を

実施することで、高等部生徒の進路希望の実現を図ります。 

 

⑤ 特別支援学校施設建築費                  予算額 272,016千円  

[学校経理・施設課 (224-2955)] 

特別支援学校の施設について計画的な老朽化対策を進めます。杉の子特別支援学校

の施設狭隘化へ対応するため、知的障がいのある中学部の生徒が石薬師分校で学習で

きるよう校舎の一部改修に係る設計を実施するとともに、鈴鹿・亀山地区の肢体不自

由のある児童生徒が、令和５年度から杉の子特別支援学校に通学できるよう通学区域

の見直しに取り組みます。盲学校および聾学校については、老朽化対策・安全対策と

して城山特別支援学校の隣地へ移転することとし、令和３年度は新たな校舎および寄

宿舎の建築に係る設計を行います。 
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(4) 安全で安心な学びの場づくり 

① （一部新）いじめ対策推進事業                      予算額 13,040千円  

[生徒指導課 (224-2332)] 

弁護士によるいじめ防止授業に取り組むとともに、中学生と高校生がいじめをテー

マにした紙芝居を創作し小学校等で上演することを通じて、いじめを自分事として考

える機会を創出します。また、インターネットトラブルや新型コロナウイルス感染症

によるいじめや人権侵害から児童生徒を守るため、ネット上の不適切な書き込みを検

索するネットパトロールを年間をとおして実施するとともに、ネット上の不適切な書

き込みを発見した場合に、その内容を投稿できるアプリ「ネットみえ～る」を引き続

き運用します。これらの取組から得られた事例等に基づき、児童生徒がいじめや誹謗

中傷について考え、学ぶことができる教材を作成します。 

 

② （一部新）スクールカウンセラー等活用事業        予算額 361,973 千円 

 [生徒指導課 (224-2332)] 

不登校やいじめの被害にあっている児童生徒、不安や悩みを抱える児童生徒からの

相談や心のケアに対応するため、スクールカウンセラー（ＳＣ）について各学校への

配置時間を拡充するとともに、新たに特別支援学校や教育支援センターにも配置しま

す。スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）についても配置時間を拡充し、各学校お

よび教育支援センターからの要請に応じた派遣、福祉や医療機関等の関係機関と連携

した支援を行います。さらに、ＳＣやＳＳＷ等の専門家とも連携して、児童生徒の日

常的な相談に対応するため、新たに教育相談員を中学校と高校に配置します。 

 

③ 教育相談事業（一部）                     予算額 11,007 千円 

（ＳＮＳを活用した相談事業）                [研修企画・支援課 (226-3516)] 

いじめ等の早期発見、早期対応を図るための相談窓口として、引き続き多言語でも

相談できる「子どもＳＮＳ相談みえ」を実施します。 

 

④ （一部新）不登校対策事業                   予算額 29,258 千円 

 [生徒指導課 (224-2332)] 

教育支援センター３か所をモデルとして指定し、ＳＣとＳＳＷを配置し、専門的な

支援を行うとともに、不登校支援アドバイザーの助言を得ながら訪問型支援に取り組

みます。不登校の背景や要因、学校の対応や専門家による相談状況などとその結果を

データベース化します。また、ストレスや不安をうまく受け止め、回復する力を高め

る「レジリエンス教育」に取り組むための実践プログラムを作成し、モデル校区で実

施します。小中学校の連携による「魅力ある学校づくり」を進めるとともに、みえ不

登校支援ネットワークの取組への支援や、学校と民間施設（フリースクール等）との

連携を進めるなど、不登校児童生徒の多様な学びを支援します。さらに、保護者を対

象とした相談会を開催し、保護者間の交流や情報提供の機会とします。 
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⑤ 学校防災推進事業                        予算額 12,970 千円 

[教育総務課(224-3301)] 

防災ノートを新入生等に配付するとともに、体験型防災学習等の支援、学校防災リ

ーダー等教職員を対象とした防災研修、中高生による東日本大震災の被災地でのボラ

ンティア活動や交流学習を実施します。 

 

⑥ 災害時学校支援事業                     予算額 1,732千円 

 [教育総務課(224-3301)] 

災害時において学校教育が早期に再開できるよう、令和２年度に設置した「三重県災

害時学校支援チーム」において、避難所の開設・運営や学校の再開準備、児童生徒の心

のケアなどを行うため、災害時の学校運営に関する専門的な知識や実践的な対応能力を

備える教職員を育成します。また、民間団体・企業等との連携による災害時の子ども支

援の仕組みづくりを進め、市町との連携につなげていきます。 

 

⑦ 校舎その他建築費                     予算額 1,672,323千円 

[学校経理・施設課 (224-2955)] 

県立高校について、施設の安全性を維持するため、県立学校施設の長寿命化計画に

基づき、トイレの洋式化など設備面での機能の向上も含め、計画的な老朽化対策に取

り組みます。 

 

 

(5) 地域との協働と信頼される学校づくり 

① 地域と学校の連携・協働体制構築事業                予算額 6,226 千円 

[小中学校教育課(224-2963)] 

地域とともにある学校づくりを進めるため、地域学校協働本部の取組や、各市町の

コミュニティ・スクールの導入に向けた取組を支援します。また、地域未来塾など放

課後等に補充的な学習支援に取り組む市町に対して補助を行います。 

 

② 教職員研修事業（一部再掲）                 予算額 27,765千円 

 [研修推進課(226-3572)] 

子どもたちが学習指導要領で求められる資質・能力を身につけられるよう、「令和

３年度三重県教員研修計画」に基づき、主体的・対話的で深い学びの授業改善につな

がる研修や、教員が１人 1 台端末を効果的に活用した授業が行えるよう、ＩＣＴ活用

指導力の向上に向けた研修等を計画的に実施します。 
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③ 学校における働き方改革推進事業               予算額 294,928 千円 

           [教職員課(224-2959)] 

限られた時間の中で子どもたちと向き合う時間を確保し、より効果的な教育活動を

持続的に行うため、感染症拡大防止のための業務や学習教材の準備など、教員の支援

を行うスクール・サポート・スタッフを、すべての公立学校（小中学校497名、県立

学校75名（分校を含む））に配置します。 

 

④ 地域課題解決型キャリア教育モデル構築事業（再掲）     予算額 20,907 千円 

[教育政策課(224-2951)] 

地域の実践パイロット校において、県立高校と地域をつなぐコーディネーターを活

用して、生徒が地域課題や特色ある産業を題材に地域住民や職業人と関わりながら、

実社会での実践活動に取り組むことで、地域の魅力と課題を知り、解決方策を考え実

践する人材を育成します。実践パイロット校におけるこれまでの取組をもとに、学識

経験者や地域関係者等で構成する推進委員会での検討をふまえ、他者と協働する力や

自己と社会の関わりを考える力など、これからの社会の変化に対応するために必要な

力を育成する「地域課題解決型キャリア教育」のモデルを構築します。 

 

⑤ 教育改革推進事業                        予算額 3,696 千円 

 [教育政策課(224-2951)] 

高等学校の活性化および今後のあり方を検討するため、広く多様な意見を聞く検討

委員会を開催するとともに、令和３年度で終了する「県立高等学校活性化計画」の次

期計画について三重県教育改革推進会議で審議します。また、伊勢志摩地域・伊賀地

域・紀南地域等に設置した地域協議会を開催します。 

 

⑥ 社会教育推進体制整備事業                  予算額  2,525千円 

[社会教育・文化財保護課(224-3322)] 

社会教育の振興を図るため、市町における社会教育委員や社会教育担当職員等を対

象に研修や情報交換を行います。公民館等の社会教育施設において地域課題の解決に

資する学びの場が創出されるよう講習等を実施するとともに、地域と学校をつなぐコ

ーディネーターの資質向上を図る講座を開催します。また、国からの委託を受け、社

会教育に関する施設や取組状況など基本的事項に係る統計調査を実施します。 

 

⑦ （一部新）鈴鹿青少年センター費                予算額 84,862千円 

[社会教育・文化財保護課(224-3322)] 

心身ともに健全な青少年を育成するため、鈴鹿青少年センターを指定管理により運

営し、施設利用者の増加や対象者の拡大および社会教育の普及・振興を図ります。ま

た、鈴鹿青少年の森と一体となって、「民間活力の導入（ＰＰＰ／ＰＦＩなど）」に

向けた事業者公募の手続きなどの取組を進めます。 
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⑧ 世界遺産熊野参詣道・無形文化遺産保存管理推進費          予算額 550千円 

[社会教育・文化財保護課(224-3328)] 

世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の保存と活用のため、文化庁や奈良県・和歌

山県および関係市町と連携した取組を行うとともに、新たな資産の基礎調査や講習

会・講演会等を開催します。また、「海女漁の技術」をはじめとする無形文化遺産の

魅力の発信や、全国の海女漁関係県との連携強化を進めます。 

 

⑨ 地域文化財総合活性化事業                  予算額  90,000千円 

[社会教育・文化財保護課(224-2999)] 

国・県指定等の文化財の所有者等が行う文化財修復等の事業について、技術的な助

言および必要な経費に対する支援を行うとともに、所有者等による保存・活用・継承

の取組を促進します。 

 

 

(6) 新型コロナウイルスの感染防止対策と学びの継続 

① 県立学校児童生徒等健康管理事業（一部）             予算額 47,426 千円 

 （県立学校消毒液等配備事業）                [保健体育課(224-2969)] 

   新型コロナウイルス感染症対策のため、県立学校において使用する消毒液等を購入

します。 

 

② 高等学校運営費（一部）                                予算額  120,400 千円 

特別支援学校運営費（一部）                            予算額   56,000 千円 

 （学校感染症対策強化事業）                （※R2年度2月補正予算） 

  [学校経理・施設課 (224-2955)] 

国事業を活用し、感染症対策を徹底して学校における教育活動を継続できるよう、

衛生備品や衛生用品の配備などに取り組みます。 

 

③ （新）高校生安心安全通学支援事業            予算額 173,123 千円 

 ＜事業実施期間：令和３年度＞                [高校教育課(224-3002)] 

県立高校の生徒の登下校時における「三つの密」を避け、安全で安心に通学できる

よう、通学時における路線バス等の公共交通機関の乗車率が高く、さらに代替の交通

手段がない学校において、登校時間の調整等では混雑を回避できない公共交通機関の

路線に、スクールバスの増便等を行います。 

 

④ 特別支援学校スクールバス等運行委託事業（一部）      予算額 161,060 千円 

（特別支援学校スクールバス増便事業）        [特別支援教育課(224-2961)] 

特別支援学校に在籍する子どもたちの登校時における「三つの密」を避け、安全で

安心に通学できるよう、スクールバスを増便して運行します。   
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⑤ 少人数教育推進事業（一部）（再掲）              予算額 836,355 千円  

（少人数学級推進事業）                     [教職員課(224-2958)] 

小学校の少人数学級について、国の学級編制標準が令和３年度から計画的に引き下

げられていくことを踏まえ、国の加配定数を活用して、これまでの本県独自の小学校

１・２年生の30人学級（下限25人）に加え、３年生を35人学級とし、きめ細かな指

導を行うとともに、できる限り安心して学べる環境としていきます。中学校について

は、引き続き１年生での35人学級（下限25人）を実施します。 

 

⑥ 学校における働き方改革推進事業（一部）（再掲）       予算額 235,093 千円 

 （スクール・サポート・スタッフ配置事業）          [教職員課(224-2959)] 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため増大した業務に対応するため、感染症拡

大防止のための業務や学習教材の準備など、教員の支援を行うスクール・サポート・

スタッフを、すべての公立学校に配置します。 

※スクール・サポート・スタッフ：全 572 名（県立学校・小中学校配置）のうち、コロナ対応分と

して465名分 

 

⑦ （一部新）高等学校学力向上推進事業（一部）（再掲）      予算額 36,542 千円 

（ＩＣＴ・オンライン教育推進事業）            [高校教育課(224-3002)] 

県立高校でのＩＣＴ環境の効果的な活用を進めるため、ＧＩＧＡスクールサポータ

ーを配置するとともに、ＩＣＴを活用した授業において、著作物を扱う場合に必要と

なる著作権料を負担します。 

 

⑧ （一部新）小中学校指導運営費（一部）            予算額 95,091 千円 

（学習指導員配置事業）              [小中学校教育課(224-2963)] 

新型コロナウイルス感染症の影響下において、子どもたち一人ひとりの状況に応じ

て、補充的な学習の支援や授業における教員の補助を行う学習指導員を配置します。 

 

⑨ 多文化共生社会のための外国人児童生徒教育推進事業（一部）（再掲） 

予算額 4,760 千円 

[小中学校教育課 (224-2963)] 

新型コロナウイルス感染症の影響下において、外国人児童生徒の日本語指導・適応指

導に係る取組を行う市町に対して補助を行います。 
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⑩ 未来へつなぐキャリア教育推進事業（一部）（再掲）        予算額 7,162 千円 

（高校生就職実現事業（コロナ対応分））            [高校教育課(224-3002)] 

新型コロナウイルス感染症の影響の中でも、一人ひとりの希望や特性に応じた就職

を実現するため、新たな求人開拓や生徒の就職相談等の就職支援、地域の魅力ある企

業や仕事内容等を生徒に情報提供する就職実現コーディネーターを増員します。また、

外国人生徒や障がいのある生徒に対して、きめ細かな相談や求人開拓などの重点支援

を行います。 

※就職実現コーディネーター：全１７名のうち、コロナ対応分として５名分 

 

⑪ （新）特別活動支援事業                     予算額 6,800 千円 

＜事業実施期間：令和３年度＞             [高校教育課（224-3002）] 

新型コロナウイルス感染症の影響により、県立学校が修学旅行を中止または延期し

た場合の企画料、学校の臨時休業によりやむを得ず中止した場合に発生するキャンセ

ル料について、その経費を負担します。 

 

⑫ 高校生等教育費負担軽減事業（一部）                予算額 91,882 千円 

（高校生等奨学給付金事業）                     [教育財務課（224-2940）] 

高校生等の授業料以外の教育費負担を軽減する奨学給付金について、第一子への給

付額を拡充するとともに、家庭でのオンライン学習に必要な通信費相当額を支給しま

す。また、新型コロナウイルス感染症の影響による家計急変世帯も給付対象とします。 



 

３ その他の主要事業 
政 策 名 、 施 策 名 及 び 事 業 の 内 容                   担当課・ 

電話番号 
 
《政策名：人権の尊重とダイバーシティ社会の推進》 

 

〈施策名：（211）人権が尊重される社会づくり〉   

 
１ 人権感覚あふれる学校づくり事業               548千円 

【（21102）人権教育の推進】 

（第10款 教育費 第１項 教育総務費 ６人権教育費） 

子ども一人ひとりの存在や思いが大切にされる「人権感覚あふれる学校

づくり」が教育活動全体を通じて進められるよう、人権学習指導資料の効

果的な活用や人権教育カリキュラムに関する実践研究等を行い、その成果

を報告書や研修等で、全ての県立学校に広めていきます。 
 

２ 子ども支援ネットワーク・アクション事業               2,477千円 

【（21102）人権教育の推進】 

（第10款 教育費  第１項 教育総務費 ６人権教育費） 

教育的に不利な環境のもとにある子どもの自尊感情を高め、「人権尊重

の地域づくり」が促進されるよう、中学校区の「子ども支援ネットワーク」

の活動を推進します。 

 

３ 人権教育研究推進事業                    3,356千円 

【（21102）人権教育の推進】 

（第10款 教育費  第１項 教育総務費 ６人権教育費） 

指定小中学校および指定中学校区において、三重県人権教育基本方針に

即した「人権感覚あふれる学校づくり」の効果的な取組についての研究や

人権教育カリキュラムに関する研究を行い、その普及をとおして、県内の

人権教育を推進します。 

 

４ 人権教育研修事業                       1,117千円 

 【（21102）人権教育の推進】 

（第10款 教育費  第１項 教育総務費 ６人権教育費） 

    全ての学校で人権教育を推進するため、小中学校、県立学校の管理職等

を対象とした研修を実施します。また、県立学校において、学校や地域で

人権教育推進のリーダーとなって実践できる人材を養成します。 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

人権教育課 

(224-2732) 

 

 

 

 

 

 

人権教育課 

(224-2732) 

 

 

 

 

 

人権教育課 

(224-2732) 

 

 

 

 

 

 

人権教育課 

(224-2732) 
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《政策名：学びの充実》 

 

〈施策名：（221）子どもの未来の礎となる「確かな学力・豊かな心・健やかな身

体」の育成〉 

 
１ みえの学力向上県民運動推進事業                   644千円 

                            【（22101）学力の育成】 

（第10款 教育費  第１項 教育総務費 ２事務局費） 

   子どもたちの学力向上に向け、学校・家庭・地域が一体となった取組を

推進するため、みえの学力向上県民運動推進会議を開催し、今後の取組に

ついて協議します。推進会議の委員や有識者による家庭学習や読書習慣等

に係る講演について、保護者や地域の方に向けてオンデマンドで配信しま

す。現在、実施している「生活習慣・読書習慣チェックシート」を、子ど

もたちの１人１台端末を活用して提供できるよう取り組みます。 

 

２ 学校保健総合支援事業                         645千円 

【（22103）体力の向上と健康教育の推進】 

（第10款 教育費  第７項 保健体育費 １保健体育総務費） 

子どもたちが健康に関する正しい知識を身につけ、理解を深めることが

できるよう、専門医等を学校に派遣するなど、学校における健康教育の充

実を図ります。 

 

３ がんの教育総合推進事業                       433千円 

【（22103）体力の向上と健康教育の推進】 

     （第10款 教育費  第７項 保健体育費 １保健体育総務費） 

      教職員が、がんに関する教育の意義を理解し、指導内容・方法等につい

ての専門的な知識を習得できるよう、研修会等をとおして資質向上を図り

ます。 

 

４ 学校給食・食育推進事業                        174千円 

【（22103）体力の向上と健康教育の推進】 

（第10款 教育費  第７項 保健体育費 １保健体育総務費） 

朝食メニューコンクールの実施等を通じて食育を推進するとともに、学

校給食の衛生管理等の徹底を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
学力向上推進

プロジェクト

チーム 

（224-2931） 

 

 
 
 
 

 

保健体育課 

（224-2969） 

 

 

 

 

 

保健体育課 

（224-2969） 

 

 

 

 

 

保健体育課 

（224-2969） 
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５ 高校芸術文化祭費                                     3,867千円 

【（22104）読書活動・文化芸術活動の推進】 

（第10款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費） 

音楽、美術、演劇など高校生の芸術文化の技術と創造力を磨き、芸術文

化活動の活性化を図るとともに、生徒相互の交流を深め、豊かな人間性を

育成するため、みえ高文祭の開催や全国および近畿高等学校総合文化祭等

への生徒派遣を支援します。 

 

〈施策名：（224）安全で安心な学びの場づくり〉 

 

１ 学校安全推進事業                          3,000千円 

                                    【（22404）子どもたちの安全・安心の確保】 

（第10款 教育費  第７項 保健体育費 １保健体育総務費） 

学校における安全推進体制を構築するため、学校安全アドバイザーを委

嘱し、モデル地域（１市町）で通学路の安全点検や安全マップづくりを実

施します。通学路における児童生徒の安全確保のため、見守り活動の中心

となるスクールガード・リーダーを育成するとともに、地域のスクールガ

ード（学校安全ボランティア）の養成および活動支援を行います。また、

県内の公立学校の教員を対象に校種別の講習会を行い、交通安全および防

犯対策の指導者を養成し、各学校での交通安全教育・防犯教育を進めます。 

 

〈施策名：(225) 地域との協働と信頼される学校づくり〉 

 

１ 教育相談事業（一部再掲）                     60,255千円 

                                         【（22503）教職員の資質向上】 

（第10款 教育費  第１項 教育総務費 ５総合教育センター費） 

臨床心理相談専門員を配置して、子どもたちの心の問題の解決に向けた

専門的教育相談を実施するとともに、学校の教育相談体制を支援するため

学校等に派遣します。また、教職員の教育相談に係る力量の向上と、校内

の教育相談体制づくりを推進する中核的リーダーの育成をめざした教育相

談研修を実施します。さらに、いじめ電話相談、多言語でも相談できる「子

どもＳＮＳ相談みえ」を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校教育課 

(224-3002) 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒指導課 

(224-2332) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修企画・支援

課 

(226-3516) 
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２ 県立学校教職員健康管理対策費                   59,599千円 

【（22503）教職員の資質向上】 

（第10款 教育費 第１項 教育総務費 ８教職員厚生費） 

県立学校教職員の生活習慣病等を早期発見・早期治療するため、定期健

康診断を実施し検査結果を適正に管理するほか、生活習慣病予防として健

康診断事後指導を実施します。 

また、時間外労働等のデータを管理する「過重労働対策報告システム」

を活用し、産業医の指導・面接をとおして過重労働による健康障害の予防

を図ります。 

 

３ 教職員メンタルヘルス対策費                     2,433千円 

【（22503）教職員の資質向上】 

（第10款 教育費  第１項 教育総務費 ８教職員厚生費） 

教職員の精神神経系疾患を予防するため、心の健康について正しく認識

し、自らが早期に気づき、適切に対処できるよう研修や啓発を行うととも

に、臨床心理士によるカウンセリングを実施します。また、教職員が早期

に病気回復と職場復帰を果たせるよう、精神科医による管理職とのケース

カンファレンスを実施します。 

 

〈施策名：（227）文化と生涯学習の振興〉 

         

１ 文化財保存管理事業                        6,171千円 

【（22702）文化財の保存・活用・継承】 

     （第10款 教育費 第６項 社会教育費 ６文化財保護費） 

      令和２年に策定した文化財保存活用大綱に基づき、文化財保護審議会の

審議等を通じ、県内の貴重な文化財が適切に保存・活用・継承等の措置が

図られるよう、市町や文化財所有者への支援を行います。また、国・県指

定等文化財が持つ魅力の情報発信を行うとともに、適切に保存されるよう

巡視を行います。 

 

２ 埋蔵文化財センター管理運営費                  7,667千円   

【（22702）文化財の保存・活用・継承】 

     （第10款 教育費 第６項 社会教育費 ６文化財保護費） 

      埋蔵文化財に係る必要な発掘調査や適切な保存管理を行うとともに、県

民への公開・普及を行います。また、子どもたちが郷土への愛着を持てる

よう文化財を活用した出前授業等を行います。 

 

 

 

 

 

福利・給与課 

(224-2939) 

 

 

 

 

 

 

 

 

福利・給与課 

(224-2939) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会教育・文化

財保護課 

(224-2999) 

 

 

 

 

 

 

社会教育・文化

財保護課 

(224-3328) 
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３ 受託発掘調査事業                       355,600千円          

【（22702）文化財の保存・活用・継承】 

     （第10款 教育費 第６項 社会教育費 ６文化財保護費） 

      国等が実施する事業地内にある埋蔵文化財を適切に保護するための調整

を行うとともに、必要となる発掘調査と記録作成を行います。 

 

４ 熊野少年自然の家費                    43,311千円 

【（22704）社会教育の推進と地域の教育力の向上】 

（第10款 教育費 第６項 社会教育費 １社会教育総務費） 

自然の中で心身ともに健全な少年を育成するため、熊野少年自然の家を

指定管理により運営し、施設利用者の増加および社会教育の普及・振興を

図るとともに、効率的な管理運営を行います。 

 

 

《政策名：希望がかなう少子化対策の推進》 

 

〈施策名：（233）子育て支援と幼児教育・保育の充実〉 

 

１ 高等学校等進学支援事業                                140,556千円 

【(23303) 子どもの貧困対策の推進】 

（第10款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費） 

高等学校・高等専門学校の生徒に対する修学奨学金の貸与等により、経

済的な理由で修学が困難な生徒を支援します。 

 

２ 高校生等教育費負担軽減事業（一部再掲）          3,669,816千円 

                   【（23303）子どもの貧困対策の推進】 

   （第10款 教育費  第１項 教育総務費 ４教育指導費） 

    就学支援金や奨学給付金等を支給し、高等学校等における保護者等の教

育費負担の軽減を図ります。高校生等の授業料以外の教育費負担を軽減す

る奨学給付金について、第一子への給付額を拡充するとともに、家庭での

オンライン学習に必要な通信費相当額を支給します。また、新型コロナウ

イルス感染症の影響による家計急変世帯も給付対象とします。 

 

社会教育・文化

財保護課 

(224-3322) 

 

 

 

社会教育・文化

財保護課 

(224-3322) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育財務課 

(224-2940) 

 
 
 
教育財務課 

(224-2940) 
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